
 

 

 

賛　美　　 

               「神はひとり子を」　聖392 

　　　　　    「私たちは一つ 」　　　　 　　 

　    　        「慕いまつる主の」　聖581　 

　　　　 　　　「救い主イエスと」　聖590 

　　　　　　 　「なんと素晴らしい」      

 献　金　　　 

 牧会祈祷＆主の祈り 

 使徒信条 

 聖書朗読　　　マルコ福音書15章1節～15節　　ペリー紀子 

 メッセージ    「使徒信条⑥　ピラトの選択」　　  関真士師 

 聖餐式 

 賛　美　 　   「善き力に我囲まれ」　 

　 　頌　栄 

 祝　祷   

 報　告　 

 

会堂礼拝とオンライン礼拝が、主の御霊によって、  

一つとされ共に主を礼拝いたしましょう。 

 

 

お知らせ 
●​ 礼拝後10:30am　初心者クラス（関牧師　教育館2

階）、分かち合いのクラス（教育館１階）、初めての方

もどうぞご参加ください。 

●​ 本日　10:30am HCCファミリーミーティングがありま

す。どうぞどなたもご参加ください。 

●​ 本日　12：30pm　日英合同理事会がもたれます。 

●​ 6月14（日）（土）11am 松本弘子召天式 

会場：ホノルル教会　礼拝堂 

●​ 6月15日の礼拝の礼拝メッセージは、進藤龍也牧師

です。（罪人の友キリスト教会牧師）　どうぞ、ご期待

ください。 

●​ 今週の「心に光を」ラジオ放送　AM1210　          火、

金、10：45am   関牧師の担当です。 

●​ 6月22日（日）11am　教会年度総会が開催されます。

教会員の方はご出席ください。教会員でなくてもオブ

ザーバーとしてどなたも参加できます。 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　献金　　　　　　 

 

　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　 

　　　　　　　　　   

　　　　　　　　　風の吹くままに 

▼　今日から教会の暦では新年度に入ります。昨年

度も、ホノルル教会がこの地に在り続けることができ

たのは、主の恵みです。 

　また、教会は「主に呼び集められた者たちの集ま

り」です。立派な建物があっても人がいなけば教会

は成り立ちません。ホノルル教会に集う一人ひとりの

存在に感謝です。 

　さらに、教会の建物が維持され、NPO法人として存

続するために尊い献金がささげられ、たくさんの奉仕

と労力がありました。一人ひとりの名前を挙げること

はしませんが、喜んで時間と労力、献金を捧げてくだ

さった一人ひとりに感謝です。 

　新しい年度が始まります。２２日には日語日の年度

総会があります。先の一年の感謝と、新しい年度に

向かっての希望を新たにする時といたしましょう。 

　今この時代に、この場所に、ホノルル教会が在り、

私たちがここに集っていることの意味を悟り、主の業

に励んでまいりましょう。 

 

関真士牧師    
sekishinji89@gmail.com 
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それぞれが賜物を受けているのですから、神の様々な恵み

の良い管理者として、その賜物を用いて互いに仕え合いな

さい。　 

スモールグループの心得 

心を傾けて聴こう、理解しよう、共感しよう。教えない、 

否定しない、批判しない。そのままを受け入れましょう。 

 

 

 

                  分かち合いのポイント 

①「イエスを十字架にかけたのは誰か？」この問いかけ

は、あなたの心にどのように響きますか。 

 

 

②使徒信条「ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け」の箇

所。ポンテオ・ピラトの名前を自分の名前に置き換えてみ

ましょう。どのような感じがしますか。 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　マルコの福音書15章1節～15節　　 

夜が明けるとすぐに、祭司長たちは、長老たちや律法学者たちと最高法院全体

で協議を行ってから、イエスを縛って連れ出し、ピラトに引き渡した。ピラトはイ

エスに尋ねた。「あなたはユダヤ人の王なのか。」イエスは答えられた。「あなた

がそう言っています。」そこで祭司長たちは、多くのことでイエスを訴えた。ピラト

は再びイエスに尋ねた。「何も答えないのか。見なさい。彼らはあんなにまであ

なたを訴えているが。」しかし、イエスはもはや何も答えようとされなかった。そ

れにはピラトも驚いた。ところで、ピラトは祭りのたびに、人々の願う囚人一人を

釈放していた。そこに、バラバという者がいて、暴動で人殺しをした暴徒たちとと

もに牢につながれていた。群衆が上って来て、いつものようにしてもらうことを、

ピラトに要求し始めた。そこでピラトは彼らに答えた。「おまえたちはユダヤ人の

王を釈放してほしいのか。」ピラトは、祭司長たちがねたみからイエスを引き渡し

たことを、知っていたのである。しかし、祭司長たちは、むしろ、バラバを釈放し

てもらうように群衆を扇動した。そこで、ピラトは再び答えた。「では、おまえたち

がユダヤ人の王と呼ぶあの人を、私にどうしてほしいのか。」すると彼らはまた

も叫んだ。「十字架につけろ。」ピラトは彼らに言った。「あの人がどんな悪いこと

をしたのか。」しかし、彼らはますます激しく叫び続けた。「十字架につけろ。」そ

れで、ピラトは群衆を満足させようと思い、バラバを釈放し、イエスはむちで打っ

てから、十字架につけるために引き渡した。 

 

次週メッセージ 

「使徒信条⑦十字架につけられ」　１ペテロ2章22節～25節 
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                            詩篇138篇1節、3節 

心を尽くして　私はあなたに感謝をささげます。御使いた

ちの前で　あなたをほめ歌います。私が呼んだその日に

あなたは私に答え　私のたましいに力を与えて強くされ

ました。 
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